
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月１７日に横浜地本・八王子地本合同の情報づくり研修に参加してきまし

た。今回は八王子市にある「中央線湯ノ花トンネル列車銃撃事件慰霊碑」の現

地踏査と、八王子地本のみなさんとの意見交換を行ってきました。 
 

    
住宅街の一角に慰霊碑の入り口があり、中央線新井踏切脇に慰霊碑があります。 

毎年、銃撃が発生した８月５日の午後に献花による慰霊の集いを開催しています。 
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【中央線湯ノ花（いのはな）トンネル列車銃撃事件】 
 

 太平洋戦争末期の１９４５年８月５日、中央線新

宿発長野行き第４１９列車が浅川駅（現在の高尾

駅）を発車し湯ノ花トンネル（全長約１８０m）に差し

掛かった時、アメリカ陸軍の戦闘機からの空襲を受

けました。警視庁の調べでは５２名が死亡（実際は

６０名以上）、１３３名が重軽傷を負いました。各地

でもアメリカ軍によるインフラへの空襲は発生して

いますが、湯ノ花トンネル列車襲撃事件は国内最大

規模の被害者が出ました。 

    

 高尾駅２番線ホームの屋根の支柱には当

時の銃弾痕が残っています。 

 現地踏査後の意見交換会では当時の事件を特集した映像を鑑賞したのちに、JR 東労組として

「反戦・平和」の取り組みを行う意義や、私たちの生活に密着している政治課題について議論し

てきました。（YouTube で「狙われた中央線」と検索していただくと映像が見ることができます。）

私たちの生活と政治は「無関心でも無関係ではいられない」一度戦争になると、交通インフラで

ある鉄道は標的になる。だからこそ、平和の取り組みを労働組合として進めていくことを確認

してきました。 

 


